
は
じ
め
に

読
者
は
「
作
動
学
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
か
。
作
動
学
と
は
「
制
度
が
ど
の
よ
う
に
作
動
す
る
か
を
予
測

し
、
そ
の
評
価
・
検
証
を
し
つ
つ
、
制
度
の
設
計
を
考
え
る
営（１）

み
」
で
あ
り
、
牧
原
出
東
京
大
学
教
授
が
提
唱
し
た
概
念
で
あ
る
。

作
動
学
と
対
置
さ
れ
る
の
は
「
改
革
学
」
で
あ
る
。
改
革
学
と
は
、

「
制
度
を
ど
の
よ
う
に
改
革
す
る
か
（
改
革
案
だ
け
）
を
考
え
る

こ
と
」
を
指
す
。
筆
者
も
自
治
体
経
営
「
改
革
」
を
中
心
に
手
が

け
て
き
た
だ
け
に
、
提
案
だ
け
の
「
改
革
学
」
で
は
な
く
実
行
支

援
ま
で
の
「
作
動
学
」
を
意
図
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

様
々
な
取
組
を
作
動
学
の
観
点
で
捉
え
直
し
て
み
る
と
、
そ
の

本
質
的
な
作
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
理
解
可
能
と
な
る
。
本
稿
で
は
、

過
去
に
行
わ
れ
た
歳
出
７
節
削
除
に
伴
う
節
番
号
繰
上
と
、
筆
者

９２

自
治
体
作
動
学
試
論

―
相
互
連
関
性
の
深
ま
り
と
円
滑
な
移
行
に
向
け
て

株
式
会
社
日
本
政
策
総
研
理
事
長
・
取
締
役

（
兼
）東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
上
級
研
究
員

若
生

幸
也
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が
こ
の
半
年
取
り
組
ん
だ
「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
規

制
見
直
し
」
を
ま
だ
途
中
経
過
で
あ
る
が
作
動
学
の
観
点
で
捉
え

直
し
て
み
た
い
。

１

歳
出
節
番
号
繰
上
と
情
報
シ
ス
テ
ム

（
１
）
制
度
改
正
の
概
要
と
課
題

地
方
財
政
関
係
者
に
と
っ
て
作
動
学
の
意
義
を
感
じ
る
制
度
改

正
は
、
２
０
２
０
年
４
月
１
日
施
行
の
「
地
方
自
治
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」（
平
成
３１
年
総
務
省
令
第
３７
号
）
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
同
日
施
行
の
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入

に
伴
い
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
「
２
節

給

与
」
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
「
１
節

報

酬
」
に
位
置
づ
け
た
。
こ
の
た
め
歳
出
節
体
系
か
ら
「
７
節

賃

金
」
を
削
り
、
以
降
の
節
番
号
を
繰
り
上
げ
た
。

こ
の
制
度
改
正
が
情
報
シ
ス
テ
ム
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

歳
出
の
款
・
項
・
目
や
歳
入
の
節
は
年
度
ご
と
に
科
目
変
更
が
あ

る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
科
目
の
コ
ー
ド
変
更
に
対
応
で
き
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
改
修

範
囲
は
小
さ
い
。
し
か
し
、
歳
出
２８
節
は
過
去
５０
年
以
上
変
更
が

な
く
不
変
の
番
号
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
設
計
も
あ
り
得
た
。
必

然
的
に
改
修
範
囲
は
大
き
く
な
る
。

こ
の
た
め
、
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
や
地
方
自
治
体
で

節
番
号
繰
上
に
伴
う
影
響
調
査
が
広
く
必
要
と
な
っ
た
。
端
的
に

い
え
ば
歳
出
節
番
号
の
繰
上
を
行
わ
な
け
れ
ば
少
な
く
と
も
情
報

シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響
は
な
く
、
多
大
な
人
的
・
資
金
的
コ
ス
ト
を

か
け
ず
制
度
改
正
が
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
し
た
。
自
治
体
の
財
務
会

計
シ
ス
テ
ム
開
発
に
長
年
携
わ
っ
た
石
塚
康
成
氏
は
「
財
務
会
計

の
よ
う
に
情
報
シ
ス
テ
ム
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
自
治
体
の

業
務
も
少
な
く
な
い
。
シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響
を
き
ち
ん
と
制
度
設

計
の
関
係
者
に
意
思
伝
達
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
反
省
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
が
深
く
自
治
体
業
務
に
入
り
込
む
現
在
、
制
度
設
計
時

の
ベ
ン
ダ
ー
に
対
す
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
も
今
後
の
検
討
課

（
２
）

題
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
た
。

（
２
）
作
動
学
の
観
点
に
よ
る
分
析

作
動
学
の
観
点
で
捉
え
直
し
て
み
た
い
。
作
動
学
は
制
度
の
中

で
動
く
「
作
動
子
」
と
制
度
設
計
・
運
用
を
行
う
「
組
織
体
」
を

位
置
づ
け
る
。
こ
の
場
合
の
作
動
子
は
「
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の

中
で
活
用
さ
れ
る
歳
出
節
デ
ー
タ
」
で
あ
り
、
組
織
体
で
あ
る
国
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は
制
度
改
正
で
こ
の
作
動
子
の
歳
出
節
番
号

を
繰
上
変
更
し
た
。
一
方
、
財
務
会
計
シ
ス

テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
や
地
方
自
治
体
は
こ
の
作
動

子
を
不
変
と
位
置
づ
け
て
い
た
。
こ
の
組
織

間
の
認
識
齟
齬
に
よ
り
作
動
子
が
ス
ム
ー
ズ

に
流
れ
な
く
な
る
事
態
が
懸
念
さ
れ
、
財
務

会
計
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
や
地
方
自
治
体
に

多
大
な
対
応
負
荷
が
か
か
っ
た
と
い
え
る
。

石
塚
が
指
摘
す
る
よ
う
に
制
度
設
計
時
の
ベ

ン
ダ
ー
に
対
す
る
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
行
わ

れ
れ
ば
、
作
動
子
を
変
更
し
な
い
制
度
設
計

ア
イ
デ
ア
も
生
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

２

地
方
自
治
体
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ

規
制
見
直
し

（
１
）
規
制
見
直
し
の
概
要
と
課
題

国
で
は
デ
ジ
タ
ル
庁
デ
ジ
タ
ル
臨
時
行
政

調
査
会
（
当
時
、
現
在
廃
止
）
を
通
じ
て
、

ア
ナ
ロ
グ
規
制
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
こ

の
ア
ナ
ロ
グ
規
制
見
直
し
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
障
壁
と

な
る
①
目
視
、
②
実
地
監
査
、
③
定
期
検
査
・
点
検
、
④
常
駐
・

専
任
、
⑤
対
面
講
習
、
⑥
書
面
掲
示
、
⑦
往
訪
閲
覧
・
縦
覧
に
係

る
ア
ナ
ロ
グ
規
制
に
つ
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
、
セ
ン
サ
ー
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
規
制
対
応

も
可
能
と
す
る
横
断
的
な
見
直
し
（
約
１
万
条
項
見
直
し
）
を
図

る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
①
目
視
点
検
を
要
請
し
て
い
る
規
定

に
、
セ
ン
サ
ー
を
使
っ
た
点
検
手
法
と
い
う
代
替
手
段
を
設
け
る

こ
と
や
、
④
常
駐
義
務
の
あ
る
規
定
に
、
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す

る
こ
と
で
中
央
監
視
可
能
な
代
替
手
段
を
設
け
る
こ
と
な
ど
が
代

表
的
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ア
ナ
ロ
グ
規
制
見
直
し
結
果
は
法
令
改
正
を
通
じ
て
、

地
方
自
治
体
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
日
本
の
行
政
制
度
は

同
一
対
象
に
国
・
広
域
自
治
体
・
基
礎
自
治
体
の
異
な
る
レ
イ

ヤ
ー
の
行
政
機
関
が
関
与
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国

の
ア
ナ
ロ
グ
規
制
見
直
し
を
進
め
た
と
し
て
も
、
各
自
治
体
の
例

規
で
同
一
対
象
に
詳
細
な
項
目
を
規
制
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

同
時
並
行
で
規
制
見
直
し
を
進
め
な
け
れ
ば
、
規
制
見
直
し
の
効

果
は
広
く
民
間
事
業
者
や
国
民
に
帰
着
し
得
な
い
。
こ
の
見
直
し

で
最
も
難
し
い
と
思
わ
れ
る
制
度
設
計
が
地
方
自
治
体
に
同
様
の

図表１ 歳出７節削除に伴う節番号繰上に係る作動子と組織体
作動子 作動子の位置づけ 組織体

財務会計システムの中で
活用される歳出節データ

節番号繰上変更 国

節番号不変 財務会計システムベンダー
地方自治体

出典：筆者作成
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趣
旨
の
ア
ナ
ロ
グ
規
制
見
直
し
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。
相
互
連
関

性
の
深
ま
り
が
あ
り
円
滑
な
移
行
が
カ
ギ
と
な
る
。

近
年
国
が
音
頭
を
取
り
地
方
自
治
体
に
ス
ム
ー
ズ
に
浸
透
し
た

規
制
見
直
し
は
「
押
印
見
直
し
」
で
あ
ろ
う
。
押
印
見
直
し
は
コ

ロ
ナ
禍
真
っ
最
中
の
２
０
２
０
年
１２
月
に
地
方
自
治
体
向
け
の

「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
押
印
見
直
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
策
定

さ
れ
た
。「
対
象
」
が
「
押
印
」
と
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
非
対

面
・
非
接
触
を
実
現
す
る
最
も
重
視
す
べ
き
規
制
見
直
し
と
し
て
、

そ
の
「
見
直
し
の
方
向
性
」
も
多
く
の
自
治
体
の
共
感
を
得
た
。

一
方
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
規
制
見
直
し
の
場
合
、

「
対
象
」
で
あ
る
「
ア
ナ
ロ
グ
規
制
」
を
特
定
す
る
に
は
例
規
シ

ス
テ
ム
を
検
索
す
る
と
い
う
相
応
の
負
荷
が
か
か
る
。
そ
し
て

「
見
直
し
の
方
向
性
」
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
行
政

の
規
制
運
用
及
び
民
間
の
規
制
対
応
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
ま
ま

例
規
だ
け
を
見
直
し
て
も
、
実
際
の
規
制
運
用
・
規
制
対
応
が
変

わ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
点
に
押
印
見
直
し
と
は
異
な
る
ハ
ー
ド

ル
の
高
さ
が
あ
る
。

加
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
庁
デ
ジ
タ
ル
臨
時
行
政
調
査
会
が
推
進
し

た
取
組
で
あ
り
、
見
直
し
ノ
ウ
ハ
ウ
た
る
「
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
点
検
・
見
直
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
は
じ
め
、

見
直
し
マ
イ
ン
ド
・
機
運
は
地
方
自
治
体
の
情
報
政
策
部
門
に
届

く
こ
と
が
多
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
本
来
中
心
的
に
推
進
す
べ
き

組
織
体
た
る
総
務
・
例
規
部
門
や
行
政
改
革
部
門
の
関
与
が
謳
わ

れ
て
い
る
が
、
当
初
実
質
的
な
認
識
は
乏
し
く
各
部
門
の
三
す
く

み
状
態
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
デ
ジ
タ
ル
臨
時
行
政
調
査
会
は
２
０
２

３
年
３
月
か
ら
全
国
１３
自
治
体
を
分
野
別
見
直
し
の
モ
デ
ル
自
治

（
３
）

体
と
し
て
設
定
し
て
伴
走
型
で
取
組
を
進
め
た
。
ま
た
、
筆
者
は

本
誌
４
月
号
・
５
月
号
に
２
回
ア
ナ
ロ
グ
規
制
見
直
し
に
関
す
る

論
考
を
掲
載
し
、『
例
規
の
架
け
橋
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
と
い
う
総

務
・
例
規
部
門
向
け
の
情
報
誌
に
も
論
考
を
掲
載
し
た
。
ま
た
２

０
２
３
年
９
〜
１０
月
に
か
け
て
「
ア
ナ
ロ
グ
規
制
点
検
・
見
直
し

（
４
）

セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル
臨
時
行
政
調
査
会
事
務
局
職
員

と
と
も
に
全
国
８
か
所
及
び
動
画
配
信
で
講
演
し
た
。
ぎ
ょ
う
せ

い
主
催
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
総
務
・
例
規
部
門
職

員
が
過
半
を
占
め
、
情
報
政
策
部
門
職
員
や
行
政
改
革
部
門
職
員

な
ど
も
含
め
約
１
１
０
０
名
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ

て
、
少
な
く
と
も
参
加
者
の
見
直
し
ノ
ウ
ハ
ウ
と
マ
イ
ン
ド
・
機

運
を
幾
ば
く
か
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
ま
で

が
現
時
点
で
の
進
捗
で
あ
る
。
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（
２
）
作
動
学
の
観
点
に
よ
る
分
析

作
動
学
の
観
点
で
捉
え
直
し
て
み
る
。
先
述
の
と
お
り
、
作
動

学
は
制
度
の
中
で
動
く
「
作
動
子
」
と
制
度
設
計
・
運
用
を
行
う

「
組
織
体
」
を
位
置
づ
け
る
。
こ
の
場
合
の
作
動
子
は
改
革
ノ
ウ

ハ
ウ
た
る
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」「
論
考
」「
講
演
内
容
」
と
実
際
に
見

直
し
を
進
め
よ
う
と
す
る
「
見
直
し
マ
イ
ン
ド
・
機
運
」
で
あ
る
。

当
初
の
段
階
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
臨
時
行
政
調
査
会
事
務
局
に
よ

り
策
定
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
デ
ジ
タ
ル
庁
の
通
常
の
作
動
子
流

通
経
路
に
乗
り
、
自
治
体
情
報
政
策
部
門
を
中
心
に
受
け
止
め
が

な
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
漂
流
し
た
。
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
各
種
取
組
の

基
底
に
な
る
の
が
ア
ナ
ロ
グ
規
制
見
直
し
で
あ
る
が
、
多
く
の
情

報
政
策
部
門
に
は
こ
れ
を
受
け
止
め
る
余
裕
も
乏
し
い
こ
と
が
要

因
で
あ
ろ
う
。
結
果
と
し
て
自
治
体
総
務
・
例
規
部
門
や
行
政
改

革
部
門
は
多
く
が
未
認
識
で
あ
っ
た
。
当
然
改
革
マ
イ
ン
ド
や
機

運
も
高
ま
ら
ず
、
各
部
門
三
す
く
み
状
態
で
あ
っ
た
。

各
種
論
考
の
展
開
や
ア
ナ
ロ
グ
規
制
見
直
し
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
た
こ
と
は
作
動
子
流
通
経
路
を
変
え
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

改
革
ノ
ウ
ハ
ウ
の
１
つ
で
あ
る
「
論
考
」（
例
規
の
架
け
橋
）
は

全
国
自
治
体
総
務
・
例
規
部
門
に
配
布
さ
れ
、
少
な
く
と
も
読
者

に
は
受
け
止
め
ら
れ
一
部
認
識
さ
れ
た
。
ま
た
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

や
「
講
演
内
容
」
と
い
っ
た
改
革
ノ
ウ
ハ
ウ
と
「
改
革
マ
イ
ン
ド

・
機
運
」
の
作
動
子
を
セ
ッ
ト
で
ア
ナ
ロ
グ
規
制
見
直
し
セ
ミ

ナ
ー
で
提
供
し
た
。
こ
れ
も
少
な
く
と
も
参
加
者
に
は
受
け
止
め

ら
れ
、
一
部
認
識
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

今
後
は
モ
デ
ル
１３
自
治
体
の
取
組
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
更
新
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
る
。
こ
れ
は
作
動

子
自
体
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
過
去
に
行
わ
れ
た
歳
出
７
節
削
除
に
伴
う
節
番
号

繰
上
と
、
筆
者
が
こ
の
半
年
取
り
組
ん
だ
「
地
方
自
治
体
に
お
け

る
ア
ナ
ロ
グ
規
制
見
直
し
」
を
ま
だ
途
中
経
過
で
あ
る
が
作
動
学

の
観
点
で
捉
え
直
し
て
み
た
。
あ
く
ま
で
本
稿
で
整
理
し
た
内
容

は
試
論
で
あ
り
、
自
治
体
作
動
学
と
し
て
分
析
す
る
た
め
に
一
定

の
抽
象
化
を
行
っ
て
い
る
。
作
動
子
と
作
動
子
の
位
置
づ
け
、
そ

し
て
組
織
体
に
分
け
て
整
理
す
る
と
、
相
互
連
関
性
の
深
ま
り
の

中
で
円
滑
な
移
行
の
支
障
と
そ
れ
に
対
す
る
流
通
経
路
の
見
直
し

な
ど
対
応
策
が
み
え
て
く
る
。
今
後
も
自
治
体
作
動
学
の
観
点
を

更
に
精
緻
化
し
た
い
。
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〔
注
〕

（
１
）
牧
原
出
『
崩
れ
る
政
治
を
立
て
直
す
―
２１
世
紀
の
日
本
行
政
改

革
論
』
２
０
１
８
年
、
講
談
社

（
２
）
石
塚
康
成
「
地
方
財
務
に
お
け
る
歳
出
７
節
（
賃
金
）
廃
止
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響
の
考
察
」『
地
方
財
務
』
２
０
１
９
年

７
月
、
ぎ
ょ
う
せ
い

（
３
）
デ
ジ
タ
ル
庁
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
見

直
し
に
係
る
課
題
調
査
を
行
う
「
モ
デ
ル
自
治
体
」
の
採
択
結
果

を
公
開
し
ま
し
た
」

（
４
）
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
１
３
０
周
年
記
念
ア
ナ
ロ
グ
規
制
点
検

・
見
直
し
セ
ミ
ナ
ー

〔
参
考
文
献
〕

・
若
生
幸
也
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
点
検
・

見
直
し
の
在
り
方
（
上
）
―
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
点
検
・
見
直
し
と

押
印
見
直
し
と
の
異
同
」『
地
方
財
務
』
２
０
２
３
年
４
月
、

ぎ
ょ
う
せ
い
。

・
若
生
幸
也
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
点
検
・

見
直
し
の
在
り
方
（
下
）
―
ア
ナ
ロ
グ
規
制
の
点
検
・
見
直
し
の

推
進
体
制
と
具
体
的
推
進
手
法
の
ポ
イ
ン
ト
」『
地
方
財
務
』
２

０
２
３
年
５
月
、
ぎ
ょ
う
せ
い
。

・
若
生
幸
也
「
ア
ナ
ロ
グ
規
制
見
直
し
と
例
規
」『
例
規
の
架
け
橋

（
令
和
５
年
夏
号
）』
２
０
２
３
年
８
月
、
ぎ
ょ
う
せ
い
。

※
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
２２
Ｋ
１
８
２
５
６
の
助

成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

図表２ 地方自治体のアナログ規制見直しに係る作動子と組織体（当初）
作動子 作動子の位置づけ 組織体

マニュアル

策定・公開 デジタル臨調事務局
受け止め・漂流 自治体情報政策部門

未認識 自治体総務・例規部門
自治体行政改革部門

改革マインド・機運 なし・三すくみ
自治体情報政策部門
自治体総務・例規部門
自治体行政改革部門

出典：筆者作成

図表３ 地方自治体のアナログ規制見直しに係る作動子と組織体（現在）
作動子 作動子の位置づけ 組織体

マニュアル

策定・公開 デジタル臨調事務局

受け止め・一部認識
自治体情報政策部門
自治体総務・例規部門
自治体行政改革部門

論考（例規の架け橋）
執筆・公開 筆者

総務・例規部門配布 ぎょうせい
受け止め・一部認識 自治体総務・例規部門

講演内容・改革マインド・
機運（モデル自治体取組・ア
ナログ規制見直しセミナー）

実施
ぎょうせい

デジタル臨調事務局
（モデル自治体取組も参照）

筆者

受け止め・一部認識
自治体情報政策部門
自治体総務・例規部門
自治体行政改革部門

出典：筆者作成
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